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月島・晴海
地区

従業員密度：人
/ha(H24)

自宅-通勤
（数字は人数）

月島・晴海地区居住者の多くは都心勤務

資料：経済センサス(H24)
パーソントリップ調査（H20)

月島・晴海地区居住者の
通勤先の２／３は、
千代田・中央・港・品川
の４区に集中

・千代田・中央・港・品川区 66.4%
・上記以外の区部 24.0%
・その他 9.6%



水上交通の通勤利用には都心船着場整備が必須

浜松町駅周辺開発

車両基地
跡開発

日本橋再生事業

東ガス跡地再開発

新駅

芝浦水再生センター再開発
品川駅西口開発

（既存船着場）
● 秋葉原（神田川） →秋葉原駅
● 日本橋（日本橋川）→日本橋駅
● 常盤橋（日本橋川）→東京駅

（新設船着場候補地の例）
● 浜離宮・汐留（隅田川）→新橋駅
● 浜松町（渋谷川）→浜松町駅
● 芝浦水再生センター→山手線新駅

高層高密度
住宅地区

至る羽田 背景図は、従業者密度



急激に進む月島・晴海地区の開発

選手村跡地利用
マンション12千人

浜松町駅（周辺再開発計画）

築地市場再開発

再開発

再開発
再開発

注）BRT:バス・ラピッド・トランジット（バス高速輸送システム）

中央区は、中量輸送シ
ステムの導入を“総合
交通計画”の戦略に掲
げている。（BRT・LRT）

晴海地区の人口
2010年：約 7千人
2030年：約43千人
（中央区予測）



選手村 - 東京2020オリンピック・パラリンピック招致委員会資料
https://tokyo2020.jp/jp/plan/candidature/dl/tokyo2020_candidate_section_10_jp.pdf

オリンピック終了後は、集合住宅（居住人口は、約1万２千人）

沖合に新客船ターミナルの整備予定あり

選手村跡地利用（人口１万２千人）



築地市場跡地構想（船着場はここで良いのか）

資料：築地市場地区の活気とにぎわいビジョン
（中央区）

http://www.city.chuo.lg.jp/kusei/keikaku/tuk
iji/kakkitonigiwaibizyon.html

この計画では、水上交通と
電車との乗り換えが不便！

大江戸線
築地市場駅船着き場がこの辺りだと便利



晴海地区からの水上交通（日常交通として）

選手村跡地利用
マンション1.2万人

浜松町駅（周辺再開発計画）

既存ペディストリアンデッキ
（約２２０m）

築地市場再開発

再開発

再開発
再開発

注）BRT:バス・ラピッド・トランジット（バス高速輸送システム）



水上交通結節点計画の例（浜松町）

浜松町駅
（周辺再開発計画）

桟橋新設

注：桟橋設置箇所は、
屋形船の係留場所なので、
利用調整が課題となる。

駅改札口

屋根付きのペデは快適



水上交通結節点計画例（汐留）

ゆりかもめ汐留駅●
（桟橋から約３分）

●JR新橋駅（桟橋から約６分）

地下鉄大江戸線汐留駅●

●ゆりかもめ新橋駅

桟橋新設

（汐留シオサイト）

４路線に繋がる！

（地下道は快適）

（地上部は工夫が必要）



選手村から通勤時５分間隔運転が可能（定員60名）

• 選手村跡地計画人口：1.2万人
• 就業者数 12,000人×就業率（65%）＝7,200人
• 電車利用 7200人×通勤電車利用率（51.6%）＝3715人（片道）
• 朝の通勤時間帯7:30～9:30の２時間、集中率80.2%
• 朝2時間通勤電車利用者数 3715人×80.2%＝2979人
• 選手村跡地からの通勤者の50%が船利用になるとすると、
• 朝の船利用通勤者数 2979人×50%＝1490人
• 60人乗りの舟の便数 1490人÷60人/便≒25便
• 運転間隔 120分÷25便≒ ５分

• 日利用者８千人として、年間利用者約300万人（往復）
• 運賃300円と想定した場合、運賃収入約９億円/年

注）各種原単位は、H20東京都市圏パーソントリップ調査の月島晴海地区データによる



選手村跡地～都心間は船の方が早い

目的地 評価項目 電車利用 船（汐留経由） 船（浜松町経由）

汐留
シオ
サイト

運行間隔 ４分 ５分

所要時間 １８分 １６分

乗り換え ２回 無し

混雑 有り 無し

運賃 約370円 船賃

東京駅

運行間隔 ４分 ５分 ５分

所要時間 ３１分 ２９分 ２２分

乗り換え ４回 １回 １回

混雑 有り 少ない 少ない

運賃 約590円 電車140円＋船賃 電車140円＋船賃

注）BRTの場合は電車より時間短縮。



トリトン周辺～都心間も船の方が早い

目的地 評価項目 電車利用 船（汐留経由）

汐留
シオサイト

運行間隔 ４分 ５分

所要時間 １７分 １５分

乗り換え 無し 無し

混雑 有り 無し

運賃 約370円 船賃

東京駅

運行間隔 ４分 ５分

所要時間 ３４分 ３１分

乗り換え ４回 １回

混雑 有り 少ない

運賃 約600円 電車140円＋船賃

注）BRTの場合は電車利用より、時間短縮する。



選手村から都心部への移動時間

（発） （着） 手段 分 （発） （着） 手段 分 （発） （着） 手段 分
自宅 → 選手村駅 徒歩 3 自宅 → 選手村桟橋 徒歩 3 自宅 → 選手村桟橋 徒歩 3

2 3 3
選手村駅 → 勝どき駅 新交通 6 選手村桟橋 → 汐留桟橋 船 10 選手村桟橋 → 浜松町桟橋 船 7

2 汐留桟橋 → JR新橋駅 徒歩 7 浜松町桟橋 → JR浜松町駅 徒歩 2
勝どき駅 → 月島駅 大江戸線 2 2
月島駅 → 有楽町 有楽町線 JR新橋駅 → 東京駅 山手線 4 JR浜松町駅 → 東京駅 山手線 5
有楽町 → 東京駅 山手線
合計 31 合計 29 合計 22

自宅 → 選手村駅 徒歩 3 自宅 → 選手村桟橋 徒歩 3
2 3

選手村駅 → 勝どき駅 新交通 6 選手村桟橋 → 汐留桟橋 船 10
待ち時間 2

勝どき駅 → 汐留 大江戸線 5
合計 18 合計 16

トリトン周辺から都心部への移動時間

（発） （着） 手段 分 （発） （着） 手段 分
自宅 → トリトン駅 徒歩 4 自宅 → リトン船着場 徒歩 3

2 3
トリトン駅 → 勝どき駅 新交通 8 トリトン船着場 → 汐留桟橋 船 12

2 汐留桟橋 → JR新橋駅 徒歩 7
勝どき駅 → 月島駅 大江戸線 2
月島駅 → 有楽町 有楽町線 JR新橋駅 → 東京駅 JR山手線 4
有楽町 → 東京駅 山手線
合計 34 合計 31

自宅 → トリトン駅 徒歩 3 自宅 → トリトン桟橋 徒歩 3
2

トリトン駅 → 勝どき駅 5 トリトン桟橋 → 汐留桟橋 船 12
2

勝どき駅 → 汐留 大江戸線 5
合計 17 合計 15

汐留シオ
サイトまで
の所要時
間

待ち時間 待ち時間

待ち時間

鉄道（新交通延伸を前提に） 船（汐留浜離宮桟橋経緯）

東京駅ま
での所要
時間

待ち時間 待ち時間

待ち時間

18
待ち時間

船（浜松町渋谷川河口桟橋）鉄道（新交通延伸を前提に） 船（汐留浜離宮桟橋）

待ち時間

待ち時間

選手村か
ら東京駅
までの所
要時間
（汐留経
由）

選手村か
ら汐留シ
オサイト
までの所
要時間

18

待ち時間

待ち時間

待ち時間

待ち時間

待ち時間

待ち時間

船の所要時間

運行区間
選手村
～
汐留

選手村
～

浜松町

トリトン
～
汐留

運航距離（km） 2.0 1.2 2.5
運航時間（分）　※１ 10.0 6.8 12.0

※１　運行時間＝運行距離/運行速度＋乗降時間
　　　　乗降時間（最大60名） 2分
　　　　平均運航速度 時速15km （一般的な自転車程度の速さ）

参考：鉄道と船の移動時間等比較（内訳）



クリーンでエコな水上交通を日常交通に組み込もう

（現 状）

人口：約61千人（H26/7/1）
→ すでに通勤時鉄道混雑

鉄道 ：48%（大江戸線・有楽町線）
バス ：3%
自動車 ：11%
自転車等：15%
徒歩 ：23%

注）%は区部平均分担率（H20)

（オリンピック後）

人口：約95千人（月島52千人、晴海43千人）
→ 交通需要激増

鉄道 ：・ゆりかもめ延伸
バス ：・BRTの導入（環状２号線利用）
自動車 ：
船舶 ：・航路の開設

・鉄道との連携
・自転車との連携（持込方式）

自転車等：自転車専用レーン？
徒歩 ：

注）月島の人口はH26と同等と設定

省エネ対応・多様な交通手段の確保注）この資料は、問題提起のために作成したもので、詳
細な調査・分析ではありません。正確な評価を行うには、
今後詳しい分析が必要です。



諸外国の通勤船（ニューヨーク）

ニューヨークス（マンハッタン～スタテン島）タテンアイランドフェリー
2014年 2200万人

ニューヨーク（イースト川とハドソン川）ニューヨークウォーターウェイ
2014年 853万人、複数の路線、10分～１時間間隔程度



諸外国の通勤船（ロンドン）

ロンドン（テムズ川）：テムズクリッパー：
380万人/年、20分間隔、
路線数：5 路線、船着場数：29 箇所、通勤＋観光
13隻、60席～220席、25～28ノット
資料：http://www.thamesclippers.com/他

http://www.thamesclippers.com/


諸外国の通勤船（パリ）

パリ（セーヌ川） ヴォゲオ：70人乗り
通勤時間帯：20分間隔、その他：30分間隔



東京の日常交通における舟運の可能性

船の速度は鉄道等と比べて遅いため、他の交通機関との競合に不利であるが、
短距離の交通で乗り場が近いなどの条件があれば利用される可能性が高まる。

佃・月島・晴海・豊洲等の東京湾奥部の埋め立て地には、高層マンションが林立
しており、今後も再開発等で高層マンション（オリンピック選手村跡など）が集積し、
人口密集地区を形成する。

これら高層マンション居住者の多くは東京都心（千代田区・中央区・品川区）に
通勤しており、水上交通で結ぶと４・５ｋｍと短距離である。
さらに晴海地区などは鉄道交通はかならずしも便利ではない。
以上から、当該地区は、日常的な舟運利用の適地であると考えられる。

通勤先や買い物先である都心部には、日本橋・常盤場・竹芝に船着場があり、
築地ボートクラブの船着場（現在閉鎖中）もある。今後品川の再開発に合わせて
船着場を新設することが望まれる。

居住地である佃・月島・晴海・豊洲では、朝潮運河・豊洲の船着場があるが、舟
運利用促進のためには、高層マンションの足元に数多くの船着場を設けることが
望ましい。

水路という交通インフラがすでに出来上がっているエリアであるからこそ、都心
と東京湾奥部埋め立て地の高層マンションエリアを結ぶ、短距離水上交通ネット
ワークの形成が、この地区の交通インフラの一翼を担うべきであると考える。



選手村

新市場

人口密度（H2２国勢調査 単位：人/ha）

0以上～ 50未満
50以上～100未満

100以上～150未満
150以上～300未満
300以上～400未満
400以上

既存船着場（公設）

（日本橋）

汐留

品川

人口集積地

既存船着場（民設）

７分

船着場新設候補地（例）

湾奥部の人口集積地
（2020年見通し）

（竹芝） （ｱｰﾊﾞﾝﾄﾞｯｸ）

（豊洲運河）

（朝潮運河）

（築地ボートクラブ）

舟運ルート候補

舟運ルートの候補

（常盤橋）

浜離宮恩賜庭園・

浜松町

商業・業務集積地区



参考：従業者密度（H21経済センサス 単位：人/ha）
0以上～ 317未満

317以上～799未満
799以上～1314未満
1317以上～2106未満
2106以上



出典：背景図はgooglemap

マンションの直近に船着場
があれば、より便利になる。
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